
４．先々月・先月の両園地探鳥会 
①ほしだ園地(12月)  天田神社経由の私市集落でジョウビタキ・モズ・イ

ソヒヨドリ、天野川に出てカワセミ、キ・ハク・セグロのセキレイ3種、そして
上空を舞うイワツバメの群など、スタートから鳥が出てくれた。山地に入っ
ても天野川にコガモ・カルガモ・カワセミ、林にルリビタキ・ジョウビタキ・カ
ラの混群・ソウシチョウが出てくれました。ハヤブサが見えず、ツグミが1
羽のみと残念だったが、帰りにベニマシコも出て、穏やかな小春日和に
参加してくださった人々の前に、38種もの鳥が出てくれた。 

②くろんど園地（1月） くろんど園地すいれん池近くでアオバト、園地内
では木の実に来る小鳥、オオバヤシャブシの実にはマヒワ・カワラヒワの
群、アキニレと林床のアジサイの実にウソ・ベニマシコ、更にソヨゴやカキ
の実に群れるメジロなどをたっぷり観察できた。奈良県側のくろんど池周
辺では、松の葉先でホバリングしていた今日（資料)の鳥キクイタダキ、く
ろんど池にはオオバンが潜って取った餌の水草を横取りするヨシガモ、
更に高山溜池にはオシドリの群など、次々鳥が出てくれました。寒い日
でしたがコースの遊歩道に雪がなく、くろんど・ほしだ両園地探鳥会では
最高レベルの種数40種・個体数428羽を記録した。 

５.日本野鳥の会大阪支部からのお知らせ 
①北河内の定例探鳥会（2018年３月度）案内 
山野も水辺も冬鳥が多く、一年中で最も鳥が楽しめる季節です。 

  曜日  （月日）   場所     集合時間・場所      ┌のため変更) 

第１(土) (3/3) 牧野(淀川) 9:00京阪牧野駅穂谷川堤防(3/4淀川寛平マラソン  
第２(日）（3/11) 山田池公園 9:30現地公園北入口駐車場 
第３(土）(3/17) 緑の文化園 9:00JR学研都市線四条畷駅東口 

第4(土)(3/24) くろんど園地 9:30京阪交野線私市駅前  

②日本野鳥の会入会時の会費  
会員区分    おおぞら会員    赤い鳥会員    むくどり会員 

(内容)     (本部+支部)       (支部のみ)  (支部・但し1年のみ) 
年会費          7500円       3500円       1000円 
入会金(初年度のみ) 1000円       1000円        ― 
会報 隔月刊(支部) 「むくどり通信」  「むくどり通信」  「むくどり通信」 

       （本部)      「野鳥」    （今年は支部から鳥類目録）   ―    

探鳥会初めての方、17年度は赤い鳥会員として入会しませんか。赤い鳥で大阪支部に入

会してくださった方、大阪の鳥決定版、「大阪府鳥類目録」を無償でお送りします。 
  

③ 探鳥会参加費  会員 100 円 非会員 200 円 

参加費+名簿記入で探鳥会保険に入っていますが、痛みまでは
保証しません。自分の安全を確認し鳥見を楽しみましょう。 
（交野野鳥の会会員で、日本野鳥の会非会員の方は200円） 

 府民の森“ほしだ園地探鳥会” 
（毎月第４土曜日 両園地通算第218回） 

 平成30(2018)年2月24日(土) 9:30～15:00 

日本野鳥の会大阪支部  平軍二(090-6901-1425) 
友田武・神戸徹・小田原正明・斉藤健 

１．交野の鳥シリーズ(76)ミヤマホオジロ 
今月の鳥は、河村壽さんが2/15

にほしだ園地で写されたミヤマ
ホオジロにしました。ホオジロ科
の鳥で両園地の冬に観察できる
のは、アオジ＞ホオジロ＞カシラダ
カ≒ミヤマホオジロの４種で、冬の
交野市での観察しやすさは、友田
さん集約の「フィールドノート」
から、上記の順になります。 

ホオジロ科の鳥の餌は草の実、
イネ科ススキなどのため、ミヤマホオジロ(深山頬白)と名前に深
山とついていても、深い森林の中ではなく明るい里山環境です。
ほしだ園地・くろんど園地では草はらがあると越冬しているこ
とがあり、ミヤマホオジロが観察できます。 

この４種のホオジロ、姿が見えないときは地鳴きで見つける
が、何れも良く似た声なので識別が難しい。図鑑により、地鳴
き表現が異なるが、大阪支部幹事でもある大西敏一氏著「日本
の野鳥６５０」平凡社2014年発行では 

ホオジロ：「ツツチッ」と２声続けて鳴く 
アオジ ：「ヂッ」と濁った声 
カシラダカ：「チッチッ」「フチッ」など澄んだ声 
ミヤマホオジロ：やや高い声で「チッチッ」など 

となっていて、地鳴き表現に苦慮されたことがわかります。 

ホオジロ科の地鳴きを、図鑑に書かれたカタカナ表記を覚えて
も現場で識別できないので、ホオジロ科の鳥を数多く観察し、
その地鳴きを自分の耳に記憶しておくことが重要になります。 

大阪近郊ではホオジロの仲間の住める草はらが減少し、最も
ポピュラーなホオジロ繁殖地が少なくなっています。そんな中、
ほしだ園地・くろんど園地周辺で冬鳥のカシラダカ・ミヤマホ
オジロが観察できることは嬉しいことです。 



年 年

月 11 12 1 2 3 月 11 12 1 2 3

日 25 23 27 24 24 日 25 23 27 24 24
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

215 216 217 218 219 215 216 217 218 219

ｷｼﾞ ヤマドリ 4 ﾐｻｺﾞ ミサゴ 339

ｷｼﾞ キジ 5 ﾀｶ ハチクマ 340

ｶﾓ ハクチョウSP 19 50 ﾀｶ トビ 342 4

ｶﾓ オシドリ 24 44 ﾀｶ ツミ 354

ｶﾓ ヨシガモ 27 15 ﾀｶ ハイタカ 355 3 1 1

ｶﾓ ヒドリガモ 28 4 ﾀｶ オオタカ 356 1

ｶﾓ マガモ 30 15 ﾀｶ サシバ 357 3

ｶﾓ カルガモ 32 7 ﾀｶ ノスリ 358 4 1

ｶﾓ ハシビロガモ 34 ｶﾜｾﾐ カワセミ 383 2 4 8

ｶﾓ コガモ 38 6 8 ｷﾂﾂｷ コゲラ 390 8 13

ｶﾓ ホシハジロ 42 4 ｷﾂﾂｷ アカゲラ 393 1 2

ｶｲﾂﾌﾞﾘ カイツブリ 62 ｷﾂﾂｷ アオゲラ 397

ﾊﾄ キジバト 74 1 9 7 ﾊﾔﾌﾞｻ チョウゲンボウ 401

ﾊﾄ アオバト 78 ﾊﾔﾌﾞｻ ハヤブサ 407

ｺｳﾉﾄﾘ コウノトリ 119 5 ｻﾝｼｮｳｸｲ サンショウクイ 412

ｳ カワウ 127 1 ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷサンコウチョウ 418 2

ｻｷﾞ ゴイサギ 139 ﾓｽﾞ モズ 420 5 2

ｻｷﾞ ササゴイ 141 ｶﾗｽ カケス 427 1

ｻｷﾞ アオサギ 144 1 ｶﾗｽ ハシボソガラス 435 2 9

ｻｷﾞ ダイサギ 146 ｶﾗｽ ハシブトガラス 436 26 10 3

ｻｷﾞ コサギ 148 2 ｶﾗｽ キクイタダキ 438 4 1

ｸｲﾅ バン 174 1 45 ｼｼﾞｭｳｶﾗ コガラ 441 6

ｸｲﾅ オオバン 175 28 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヤマガラ 442 6 11

ｶｯｺｳ ホトトギス 185 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ヒガラ 443 2

ｶｯｺｳ ツツドリ 187 ｼｼﾞｭｳｶﾗ シジュウカラ 445 3 5

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ アマツバメ 192 ﾂﾊﾞﾒ ツバメ 457

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ヒメアマツバメ 193 ﾂﾊﾞﾒ コシアカツバメ 459

ﾁﾄﾞﾘ ケリ 195 ﾂﾊﾞﾒ イワツバメ 461 32 30

ﾁﾄﾞﾘ コチドリ 203 ﾋﾖﾄﾞﾘ ヒヨドリ 463 23 31 1

ｼｷﾞ イソシギ 244 ｳｸﾞｲｽ ウグイス 464 2 5

2017 2018 2017 2018

３．今日観察した鳥 

 

 
大阪府営蜻蛉池公園 3 月 3 日(土) トラツグミ・クロジ 

集合 9：40 蜻蛉池公園第二駐車場前＝蜻蛉池公園バス停前  解散 同じ 14：40 
   （南海難波駅 8:25 発和歌山市行急行乗車。岸和田駅 8:51 着。岸和田駅前 9:10 発・道の

駅愛彩ランド行の南海バスに乗車、蜻蛉池公園(終点の二つ手前)で下車、9:33 着） 

参加費：会員 100 円、非会員 200 円   担当：上村賢氏(090-8653-9165)他 
内容：蜻蛉池公園は岸和田市中央部の緑豊かな丘陵地帯。公園の池でカモの仲間を中心にじっくりと

観察。大芝生広場や雑木林では、セキレイ・ホオジロ・アトリ・ツグミの仲間をさがします。 

年 年

月 11 12 1 2 3 月 11 12 1 2 3

日 25 23 27 24 24 日 25 23 27 24 24
く ほ く ほ く く ほ く ほ く

科名 種名 回 ろ し ろ し ろ 科名 種名 回 ろ し ろ し ろ

数 ん だ ん だ ん 数 ん だ ん だ ん

No ど ど ど No ど ど ど

215 216 217 218 219 215 216 217 218 219

ｳｸﾞｲｽ ヤブサメ 465 ｽｽﾞﾒ スズメ 569 3 11

ｴﾅｶﾞ エナガ 466 11 29 10 ｾｷﾚｲ キセキレイ 573 1 5 2

ﾑｼｸｲ オオムシクイ 476 ｾｷﾚｲ ハクセキレイ 574 1 4 2

ﾑｼｸｲ メボソムシクイ 477 ｾｷﾚｲ セグロセキレイ 575 3 6

ﾑｼｸｲ エゾムシクイ 479 ｾｷﾚｲ ビンズイ 580 1 3 1

ﾑｼｸｲ センダイムシクイ480 ｱﾄﾘ アトリ 586

ﾒｼﾞﾛ メジロ 485 17 23 77 ｱﾄﾘ カワラヒワ 587 3 12 26

ﾖｼｷﾘ オオヨシキリ 492 ｱﾄﾘ マヒワ 588 20

ﾚﾝｼﾞｬｸ ヒレンジャク 501 ｱﾄﾘ ベニマシコ 592 2 1

ﾐｿｻｻﾞｲ ミソサザイ 504 ｱﾄﾘ ウソ 599 5

ﾑｸﾄﾞﾘ ムクドリ 506 10 1 ｱﾄﾘ シメ 600

ﾑｸﾄﾞﾘ コムクドリ 508 ｱﾄﾘ イカル 602 25 2

ｶﾜｶﾞﾗｽ カワガラス 512 ﾎｵｼﾞﾛ ホオジロ 610 3

ﾋﾀｷ トラツグミ 514 1 ﾎｵｼﾞﾛ カシラダカ 617 2

ﾋﾀｷ マミチャジナイ 520 ﾎｵｼﾞﾛ ミヤマホオジロ 618

ﾋﾀｷ シロハラ 521 8 6 9 ﾎｵｼﾞﾛ アオジ 624 6 7 7

ﾋﾀｷ アカハラ 522 ﾎｵｼﾞﾛ クロジ 625

ﾋﾀｷ ツグミ 525 11 1 3 ｷｼﾞ コジュケイ

ﾋﾀｷ コマドリ 530 ﾊﾄ ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) 3 1

ﾋﾀｷ ルリビタキ 536 8 3 4 ﾁﾒﾄﾞﾘ ソウシチョウ 3 10

ﾋﾀｷ ジョウビタキ 540 3 9 4 ハイタカSP

ﾋﾀｷ ノビタキ 542 　観察種数合計 34 38 40

ﾋﾀｷ イソヒヨドリ 549 1 個体数 246 292 428

ﾋﾀｷ エゾビタキ 552 天候 晴 晴 晴&雪

ﾋﾀｷ サメビタキ 553 参加者 33 24 25

ﾋﾀｷ コサメビタキ 554

ﾋﾀｷ キビタキ 558

ﾋﾀｷ オオルリ 561

イワヒバリカヤクグリ 566

ｽｽﾞﾒ ニュウナイスズメ568 5
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平日 京都御苑＋京都植物園 3 月 7 日(水) アオバト・トラツグミ 

集合：9：30 京都地下鉄丸太町駅下車京都御苑間の町口  解散：14:30・京都植物園 

参加費：会員 １００円、一般 ２００円   担当：松岡三紀夫（090-2389-2743）他 

内容：京都御苑では、アオバトやビンズイ・トラツグミを観察します。その後、地下鉄

に乗り京都植物園まで足を延ばし、ミヤマホオジロやユリカモメを加えた冬鳥たち

を観察します。 

注：前日 19 時の天気予報で現地の降水確率が 60%以上の場合は中止します。 

冬は鳥が一番多い季節 
 寒い冬は鳥見も大変ですが、冬こそ

バードウォッチング。ぜひ外出して鳥
を楽しみましょう。 


